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臨時休業中における生徒支援のための個人面談の実施計画

令和２年４月２８日 上三川町立明治中学校

１ 目的

（１）生徒の面談を通して学習や規則正しい生活の支援や心のケアを進める。

（２）登校による軽度の運動を通して、生徒の心身の健康の保持に資する。

２ 対象となる生徒

本人と保護者の双方が面談を希望し、次の①から③を満たすことができる生徒

① 発熱（３７．５℃以上）や咳等の風邪の症状がない。

② 同居する家族に①の症状がない。

③ 登校に際しては、マスクを着用する。

３ 実施の判断

実施か中止かの判断は直前まで慎重に行う。次の①から③の状況がある場合には分散

登校を中止にし、家庭訪問に変更する。

①上三川町において、感染者が持続的に増加する傾向が見られる。

②本校の生徒又は教職員が新型コロナウイルスに感染する。

※ 本校の生徒又は教職員が新型コロナウイルス濃厚接触者となった場合は、感染

者の検査として陰性がわかるまでとする。

③設置者から町全体又は本校に、分散登校を中止の指示がある。

４ 実施の期日

４月２８日（火） 全員出勤、職員会議、

保護者通知、面談計画、学習計画、学習ナビ、学習課題等の作

成・印刷・配付準備 ～５月６日

５月 ７日（木） 配付物の袋詰め、家庭訪問による配付

翌週の学習計画、課題等の作成、印刷、配付の準備～１３日（水）

５月１４日（木） 面談の実施

５月１５日（金） 面談の実施

※ 翌週以降も個人懇談を実施するため、準備を進める。

５ 実施の方法

（１）面談計画の作成

①担任が個人面談の計画を作成する。

②面談は原則として出席番号順に行う。

③一人あたり１０分とする。また、面談の間に生徒が重ならないように間隔をとる。

（２）面談計画の配付（５月７日）
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①担任による家庭訪問により配付する。家庭訪問前に、主旨をメール配信をしておく。

※ 面談を希望しない場合は、学校に電話をするように案内やメールに記載する。

②不在の場合は、ポストに投函する。

（３）面談の実施（５月１４日・１５日）

①面談の前について

a）登校した生徒は自転車置き場で時間を確認し、予定されている開始時間の５分前
なったら昇降口から入る。

※ 生徒の接触をなるべく避けるため、面談の予定時間よりも早く（１０分程度）

登校しないように協力を依頼する。

b）昇降口で手指消毒を行い、周囲に触れないようにして教室に移動する。教室前の
廊下で待つ。

※ 昇降口や教室のドアは、触れる必要の無いように開放しておく。

c）教室の前のドア付近にある机の上に、持参した学習計画表を置き、後ろドア付近
にあるイスに座って待つ。

d）担任に名前を呼ばれたら入室し、自分の席に着席し面談を行う。
※ 配布物がある場合には、机上に置いておく。

② 面談中について

a）担任は学習計画表ををもとに学習や生活全般について面談を行う。
b）学習計画表はコメントを記入するため回収する。
c）次週の計画表を渡し、今週の取り組みに改善が必要な場合は、アドバイスをする。

③ 面談後について

a）面談が終了した生徒は、教室後方のドアから退出し、周囲に触れないように注意
して下校する。

（４）校庭の開放について ※雨天時は中止にする。

①面談が終了した生徒のうち、屋外での運動を希望する者は校庭に移動し、１５分程

度の軽い運動を行うことができる。

②校庭でトライカードをもとに、距離を確保しながら体を動かす。

③運動が終了したら下校する。

（５）感染予防策について

①教室の窓は２方向で開放しておく。※気温が低い場合には防寒着を着用する。

②登校した生徒の感染防止のため、昇降口や教室のドアは開放しておき、触れること

がないようにする。

③共有物（ドアや階段の手すり、トイレのドアノブ、蛇口等）は定期的に消毒する。

④運動終了後は手洗いとうがいを実施し、帰宅する。


